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１	 はじめに	 

	 伝統的に、日本語には「ん」で表記されるいわゆる撥音という「音」が存在

し、他の「音」とは性質が異なるものと考えられてきた。これは現代の音韻論に

おいても、一つの独立した音素であると考えることができ、日本語音韻論では、

/N/	 として表記される。	 

	 日本語は基本的には開音節言語と言えるが、日本語において、/N/	 は、促

音	 /Q/	 などとともに必ず閉音節を作る、すなわち、言語一般的な音節構造を

C1VC2とすると、いわゆる音節の末尾子音 C2の位置にしか来ることができない。

また、/N/は、/Q/と同様、その音声実現が一拍分の長さを持つという特徴を

持つ。	 

	 さらに、/N/	 は、多様な分節音をその音声実現としてとることでもよく知ら

れている。「本（ほん）」を例にとれば、/N/（「ん」）は、「本箱（ほんばこ）」

の場合は[m]、「本棚（ほんだな）」の場合は	 [n]、「本が（ほんが）」の場合は、

軟口蓋鼻音と、後続音が閉鎖子音である場合には、調音位置が後続音と同じ鼻

音として実現される。つまり、閉鎖子音が後続音の場合、調音位置が後続音に

同化する、いわゆる逆行同化が起きるのである。	 

	 また、後続音が閉鎖子音でない場合でも、後続音がある場合は、閉鎖音の場合

のような、きれいな逆行同化とは言えないまでも、逆行同化と同様、後続音の弁

別素性が/N/に強く影響することはよく知られている。	 

	 

２	 問題の所在と先行研究	 

	 一方で、/N/が後続音を伴わない場合、すなわち、/N/の後にポーズが来る

場合、/N/がどのような音声実現をとるかについては、今まであまり詳しく検討

されていない。	 

	 佐久間	 1929	 は、後続音を伴わない/N/が、軟口蓋音として実現されるとし

たが、服部	 1930	 はこれを否定し、後続音を伴わない場合、/N/は口蓋垂音とし

て実現されると主張した。これ以降、服部	 1930	 に面と向かって反対する意見

は見られず、後続音を伴わない/N/が口蓋垂音として実現されることは、半ば

常識とされてきた感がある（Vance1987,	 2008,	 Labrune2012,etc.）。	 
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	 しかしながら、簡潔ではあるものの、後続音を伴わない/N/が口蓋垂音以外

の音声実現をとることが示唆されている記述もない訳ではない。	 

	 例えば、斎藤	 1997	 では「ぎん」において「ん」が口蓋垂音と記述されている

が、その改訂版である斎藤	 2005	 では、「ぎん」の「ん」は軟口蓋であると記述

が変更され、前舌母音の直後では軟口蓋音、後舌母音の直後では口蓋垂音になる

と説明が加わっている。また、同様の記述は上村	 1978,1989	 にも見られ、前者

において、「閉鎖の位置は先行のフォネームの種類によって変化する。i	 のあと

でもっともまえで、a,	 o	 のまえ(「うしろ」の間違いか)でもっともうしろであ

る。」という説明のあと、「印」の「ん」が軟口蓋音で示されている。しかしな

がら、これらの記述は少々簡潔過ぎて、議論が十分につくされていないように

見える。	 

	 後続音を伴わない/N/の音声実現のより客観的な記述には、多くのデータが

必要となるが、本論文では予備的な研究として、筆者の発音、内省から、後続

音を伴わない/N/の音節主音である母音、頭子音	 (onset)	 によって/N/の音声

実現がどのように影響を受けるか整理してみる。	 

	 以下の表は、横軸に撥音を含む音節の主音となる母音音素、縱に同音節の頭

子音を取ったもので、これら二つの要素の組み合わせが、末尾子音である撥音

にどのように影響を与えるかを示している。	 
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３	 考察	 

	 データが筆者一人のものと限定的ではあるが、後続音を伴わない/N/が、常に
口蓋垂音となるとは言えないことを示すのには十分である。また、このデータか

らは「前舌母音の直後では軟口蓋音、後舌母音の直後では口蓋垂音」、「a, o の
あとでもっともうしろ」と言い切る訳にもいかない。	 

	 音節主音となる母音だけではなく、/N/を含む音節の頭子音も/N/の音声実現に
影響を与えていることが分かる。 
	 しかしながら、これは、/N/が後続音を持つ場合の逆行同化とは事情が大きく
異なるように思われる。先に触れたように、後続音が閉鎖子音である場合、逆行

同化が起こり、/N/は後続音と調音位置を共にする鼻音として実現される。/N/の
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音声実現が、単なる順行同化であれば、後続音が閉鎖音の場合の逆行同化と同様、

/N/の音価は音節主音の母音によって自動的に決まるはずだが、そうなってはい
ない。音節主音が/i/ であっても、/N/は多少の硬口蓋化を除き、調音位置が硬口
蓋まで大きく動くことはないのである。このことは、後続音を持たない/N/の音
価を決める要因が同化ではないことを示唆している。 
	 表を見て分かるように、/N/が後続音を持たない場合、状況が許す限り/N/は口
蓋垂へ近づこうとするが、音節主音が/i/ や/e/ の場合、/N/は軟口蓋で調音される。
しかし、表から分かるように、音節主音が/u/であったり、頭子音が軟口蓋に近
い場合も、実は、/N/は軟口蓋音になりやすい。	  
	 これは、解剖学的、生理学的な理由によると思われる。口蓋垂は下方へ湾曲し

た口蓋の一番奥よりの部分なので、この位置に閉鎖を作るには中舌面が下降して

いなければならない。中舌面が上昇していると、口蓋垂で閉鎖を作る前に、中舌

面が軟口蓋に触れてしまう。 
	 /o, a/ の後ろで口蓋垂音となりやすいのは、これらが、上村 1978, 1989や斎藤
2005 の言うように奥舌の母音だからなのではなく、開口度の大きい、下よりの
母音だからなのである。 
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